
開催要項 

第３回きこえの懇談会 

～職場の合理的配慮を形に！ そのヒントは～ 

【スローガン】 

 合理的配慮は、当事者・周りの健聴者お互いの力で作り上げていくもの。 

 

１．事業の目的 

   2021年 5月「改正障害者差別解消法」可決・成立、2022年 5月「障害者情報アクセシビリ 

ティ・コミュニケーション施策推進法」が施行され、障害者権利条約の批准とそれに伴う国内 

法整備により、障害者への合理的配慮が法令の上では定着しつつある。 

しかしながら、私達中途失聴・難聴者は“見えない障害”“きこえ方が様々”であるが故に、 

合理的配慮が進まず、職場で孤立感や持てる能力が発揮できない等、悩んでいる現実がある。 

   今回、現役大学生発案による筆談具“ノートラブル～指さし会話で温かい接客を”を学び、 

職場の合理的配慮においても、発案から形となったその工程からヒントを得て、私達が考える 

“あるべき姿”に近づけることとします。 

 

 

あるべき姿：きこえない・きこえにくくても 

      ①現実を自己認識・自己受容した上で 

      ②職場での理解を得ながら 

      ③自分らしく活き活きと働き、社会貢献ができている。 

 

 

２．運 営 

主催：全日本難聴者・中途失聴者団体連合会（全難聴）補聴医療対策部 

全日本難聴者・中途失聴者団体連合会（全難聴）近畿ブロック協議会 

協力：軽・中度難聴者グループ「かものはし」 

ぷく café（難聴者の居場所づくり） 

パソコン文字通訳を考える会京都 

後援（予定）：大阪市 

       日本言語聴覚士協会 

 

３．参加対象者 

難聴で困っている当事者や家族、支援者、職場の関係者、補聴器業者、言語聴覚士、 

行政職員等 

 

４．開催日 

2023年 2 月 12日（日）13時～16時（12時 30分 受付開始） 

 

５．リアル会場 

ドーンセンター（大阪府立男女共同参画・青少年センター） 



 〒540-0008 大阪市中央区大手前 1-3-49 

      電話 06-6910-8500 

      リモートによる近畿地域の難聴者団体との中継(サテライト会場)、個人の参加も歓迎 

します。 

 

６．定 員 

   ①リアル会場参加：６０人 

②サテライト会場参加：近畿地域の難聴者団体の定める人数による 

③個人参加：７０人 

なお、サテライト会場は２回線までのＺＯＯＭ接続を上限にします。 

 

７．参加費 

無料 

 

８．プログラム 

13:00～13:15  開会挨拶・連絡事項     

13:15～14:40  講演「ノートラブルに学ぶ合理的配慮」 

           登壇者：和歌山大学経済学部生「ライクアス」 

                     馬籠 莉央様 

吉村 佳祐様 

上内 真尋様 

               和歌山県中途失聴・難聴者協会 中筋 久子会長 

14:50～15:50  自由討論 

         「職場でのあるべき姿を目指して ～合理的配慮を形作る～」 

15:50～16:00  閉会挨拶・連絡事項    

 

９．申し込み 

   定員まで先着順とします。 

申込方法：メールでの申込み 

申込内容：参加方法(リアル会場・サテライト会場・個人いずれかを選択) 

     サテライト会場の責任者はＺＯＯＭのＵＲＬ送付先を記載ください。 

申込期限：【第一回締め切り】2023年 1 月 12日（木） 

     【第二回締め切り】2023年 2 月 3 日（金） 

   申込先：京都府中途失聴・難聴者協会 

片山ひろみ kikoe.conference@gmail.com FAX 075-921-3358 

 

10．広 報 

きこえの懇談会ＨＰ 

     https://sites.google.com/view/kikoe-kondan/ 
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